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◎基本情報

◎事業概要（PLAN)

事務事業名 水域環境改善・浄化対策事業
担当
部署

市民環境部　環境局　環境政策課

平成28年度事務事業評価シート（27年度実績）

総合計画体系 根拠法令
計画など

ＥＭ活性液培養装置貸与実施要
綱・水質汚濁防止法基本政策(大項目) 3 しっかり安心・快適住み良いまちづくり

政策(中項目) 3 身近に自然を体感できるまち　なると

事業
期間

開
始

51

水辺環境の保全と再生

年度
　　　(小項目) 河川・海岸

施策 4 自然環境に配慮した水辺空間の整備 終
期基本事業 2

事業
対象

誰(何)を対象に
しているか

　鳴門市域の河川や水路等の水質

事業
目標

対象をどのような状態
にしたい(目指す)のか

 河川や水路等の水質浄化

事業
計画

27年度に何を計画し
ていたか

 ＥＭ活性液の認知度向上のため、広報や市公式ウェブサイト等で、地域団体でのＥＭ活性液を
使った取り組みや効果について周知していく。
　また、ＥＭを活用した水質浄化活動について、市内全域での取り組みへと広げていくため、ＥＭ
活性液培養装置の貸与について、地域に説明に行くなど設置を働きかける。

成果
目標

事業目標の達成度合

指標名 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 単位

ＥＭ培養装置貸与団体地区数 10 11 8 9 10 箇所

◎実施結果（DO)

事業
実施
内容

27年度は目標を達成
するため、手段として
どのような活動を行っ
ているのか

城見橋・木津神橋付近の公共用水域で毎月水質調査を実施、また市内各所における年1回の市
内水質総合調査を実施するとともに、各自治振興会等にＥＭ培養装置の設置を働きかけた。ま
た市民団体等とともに新池川の水辺環境改善事業に取り組んだ。

事業実施手法

指標名 26年度実績 27年度実績 28年度目標 29年度目標 30年度目標 単位

活動指標
実施した事業
の活動量を示
す指標

1 ＥＭ培養装置貸与団体地区数 7 7 8 9 10 箇所

－ 箇所

2 ＥＭ資材費 653 753 1100 1200

－ －

1300

成果指標
対象にどのよ
うな効果が
あったか示す
指標

ＥＭ培養装置貸与団体地区数 7 7 － －

％

今年度の進捗状況 未達成 事業全体の進捗状況 ほぼ計画どおり

（千円）

目標達成率(実績/目標) 63.6 －

財源内訳

年　度 区分 国 県 地方債

決算額 0 0 0

その他特定財源 一般財源 事業費計

平成27年度

当初予算額 0 0 0 0 2,784 2,784

全体予算額 0 0 0 0 2,012 2,012

0 1,649 1,649

繰越額 0 0 0 0 0 0

人件費
正規職員(6,859千円/人) 臨時職員(2,071千円/人) 総人件費 総事業費

0.1 0.0 686 2,335

個人 世帯 団体 その他 内部管理

市実施 一部委託 委託 補助金 その他
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◎項目別評価（CHECK)

◎今後の方向性(ACTION)

【事務事業名：水域環境改善・浄化対策事業】

事業費推移

年　　度 26年度決算 27年度決算 28年度 29年度 30年度

事業費 1,818 1,649 3,672 2,800 2,800

うち一般財源 1,818 1,649 2,572 2,800 2,800

人件費 688 686 686 686 686

総事業費 2,506 2,335 4,358 3,486 3,486

評価項目 評価値 所見欄

①活動に対
する評価

有効性 B:概ね有効性があった
城見橋・木津神橋付近の公共用水域における毎月の水質調査、
また市内各所で年1回実施する市内水質総合調査において、概
ね水質の悪化は認められなかった。

効率性 B:概ね効率的だった
身近な河川や水路の水質を把握するために、必要最小限
の調査を実施し、また市民団体との協働によりＥＭ活性液
を活用した河川の水質改善に取り組んだ。

11 箇所

実績 7 箇所

評価 C:あまり目標を達成できなかった

③総合的な評価 B
城見橋・木津神橋付近の公共用水域における毎月
の水質調査、また市内各所で年1回実施する市内
水質総合調査において、概ね水質の悪化は認めら
れなかったほか、貸与団体地区は継続的にＥＭ活
性液製造に取り組んだ。

課題

昨年度に引き続き、ＥＭの普及のため、ＥＭ培養装置の新規貸与について、未設置の地域に働きかけ
を行う。

②成果に対
する評価

指標名 ＥＭ培養装置貸与団体地区数

新規貸与はできなかったが、貸与団体地区は継続
的にＥＭ活性液製造に取り組んだ。

目標

今後の方向性 1.廃止 2.要改善 3.現状維持 4.拡充 3
↓今後の方向性を踏まえた上で、以下の欄に記入してください。

実施内容

平成28年度

前年度の取り組みを継続する。

平成29年度

前年度の取り組みを継続する。


